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平
和
へ
の
祈
り
込
め
て
…

５
名
の
代
表
児
童
生
徒
派
遣

　
平
和
記
念
式
典
へ
の
派
遣
事
業
は
、
恒
久
平
和
へ
の
願
い
・
平
和

教
育
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
63
年
の
旧
追
分
町
時
代
に
始
ま
り
、
合

併
後
も
続
い
て
き
た
事
業
で
あ
る
。

　
今
年
は
、
町
内
の
小
中
高
生
５
名
と
職
員
２
名
が
８
月
５
日
〜
７

日
の
日
程
で
、
戦
争
や
原
爆

の
凄
惨
さ
を
現
地
で
学
ん
だ
。

　
８
月
５
日
、
広
島
県
へ
到

着
し
た
派
遣
団
は
、
町
内
の

児
童
生
徒
（
学
校
・
児
童

館
）、町
民
の
皆
さ
ん
が「
平

和
へ
の
祈
り
」
を
込
め
て
織

り
込
ん
だ
千
羽
鶴
を
「
原
爆

の
子
の
像
」
へ
奉
納
し
た
。

　
千
羽
鶴
を
奉
納
し
た
あ
と

は
「
広
島
平
和
記
念
資
料
館
」

へ
移
動
。

原爆ドームの前で撮影する派遣団

折り鶴奉納の様子

　
資
料
館
で
は
、
事
前
研
修
で
決
定
し
た

各
々
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
原
爆
投
下
直
後

の
様
子
を
、
資
料
か
ら
学
ん
だ
。

　
衝
撃
的
な
写
真
や
映
像
が
多
く
並
ぶ
資
料

館
で
、
熱
心
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
た
派
遣
団

の
メ
ン
バ
ー
。

　
「（
原
爆
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
方
の
写

真
が
並
ぶ
フ
ロ
ア
で
）
こ
の
フ
ロ
ア
に
入
っ

た
瞬
間
の
な
ん
と
も
言
え
な
い
雰
囲
気
は
、

現
地
に
来
な
い
と
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
、
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
木
村
さ
ん
は
話
す
。広島平和記念資料館での派遣団の様子

広　島　平　和　記　念　式　典　派　遣　団　新　聞

2広報あびら  2023. ９



　
８
月
６
日
、
派
遣
団

は
「
平
和
記
念
式
典
」

に
参
列
し
た
。

　
今
年
の
式
典
は
コ
ロ

ナ
禍
以
前
と
同
じ
規
模

で
実
施
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
参
列
者

の
姿
が
あ
っ
た
。

　
気
温
は
午
前
中
か
ら

30
度
を
超
え
、
平
和
記

念
公
園
の
給
水
所
に
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
猛
暑

日
と
な
っ
た
こ
の
日
、

広
島
は
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
た
あ
の
日
か

ら
、
78
回
目
の
夏
を
迎

え
た
。

　
式
典
で
は
、
広
島
県

の
子
ど
も
代
表
に
よ
る

「
平
和
へ
の
誓
い
」
が

宣
言
さ
れ
、「（
平
和
へ
の

誓
い
は
）パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
文
章
を
見
る
の
と
、

実
際
に
姿
を
見
て
、
声

を
聞
く
の
と
で
は
伝
わ

り
方
が
全
く
違
う
。
本

当
に
凄
か
っ
た
」
と
派

遣
団
の
メ
ン
バ
ー
は
話

し
た
。

　広　島　平　和　記　念　式　典　派　遣　団　新　聞

【
派
遣
団
児
童
生
徒
紹
介
】

　
追
分
高
等
学
校
　
１
年

　
　
　
山
　
崎
　
礼
　
愛

　
　
　
　
　
　（
や
ま
ざ
き
　
れ
い
な
）

　
早
来
学
園
　
９
年

　
　
　
木
　
村
　
陽
　
杜

　
　
　
　
　
　（
き
む
ら
　
は
る
と
）

　
追
分
中
学
校
　
３
年

　
　
　
上
　
岡
　
永
　
昇

　
　
　
　
　
　（
う
え
お
か
　
え
い
し
ょ
う
）

　
早
来
学
園
　
６
年

　
　
　
加
　
藤
　
春
　
紀

　
　
　
　
　
　（
か
と
う
　
は
る
き
）

　
追
分
小
学
校
　
６
年

　
　
　
江
　
口
　
知
　
志
　

　
　
　
　
　
　（
え
ぐ
ち
　
と
も
ゆ
き
）

平和記念式典　開式
（広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式）

平和記念公園碑めぐり・被爆体験談　
い
ま
ま
で
の
こ
と

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
こ
と

　
式
典
終
了
後
は
「
広
島
県
高
等
学
校
原
爆
被
爆
教
職
員
の
会
」
の
佐
伯

克
彦
さ
ん
、
佐
伯
志
津
代
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
平
和
記
念
公
園
内
の
碑

め
ぐ
り
を
行
っ
た
。

　
「
被
爆
し
た
ア
オ
ギ
リ
」「
平
和
の
鐘
」「
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
」

「
原
爆
の
子
の
像
」
な
ど
、
多
く
の
反
核
・
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
当
時
の
状
況
を
さ
ら
に
学
ん
だ
派
遣
団
。

　
碑
め
ぐ
り
の
後
に
行
っ
た
被
爆
体
験
談
で
は
、
戦
争
・
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
を
再
確
認
し
、
佐
伯
さ
ん
へ
次
の
よ
う
に
質
問
し
た
。

　
「
戦
争
し
て
い
た
相
手
に
対
し
、
ど
ん
な
想
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
か
」

と
真
剣
な
眼
差
し
で
質
問
す
る
派
遣
団
の
加
藤
さ
ん
。「
相
手
は
チ
ョ
コ
な

ん
か
の
食
べ
物
を
く
れ
る
。
そ
れ
は
嬉
し
い
が
、
酷
い
こ
と
を
し
た
国
で

も
あ
る
。
簡
単
に
は
言
い
表
せ
な

い
複
雑
な
気
持
ち
だ
っ
た
」
と
佐

伯
さ
ん
は
答
え
た
。

　
８
月
７
日
、
派
遣
団
は
安
平
町

へ
帰
町
。
後
日
行
わ
れ
た
事
後
研

修
で
佐
伯
さ
ん
に
お
礼
の
手
紙
を

次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

　
「
命
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
、
そ
し
て
そ
の
命
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
が
、
平
和
へ
と
繋

が
る
の
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」。

　
　
　
　
（
派
遣
団
礼
文
よ
り
抜
粋
）

　
こ
の
３
日
間
で
多
く
の
学
び
を
得
た
派
遣

団
は
、
各
学
校
で
派
遣
内
容
の
発
表
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
伝
え
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
い
ま
ま

で
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
」
に
つ
い
て
。

※
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
自
主
研
修
の
様
子
、　

　
派
遣
団
の
想
い
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「平和の鐘」を鳴らす派遣団と見守る佐伯克彦さん
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自主研修
　戦争に関する歴史の他に、
厳島神社や広島城を見学し、
歴史ある広島の文化について
学ぶことができました。
　派遣団の自主研修の様子を
写真でお届けします。

お知らせ
派遣団の写真や、各学校での発表文などを展示する「パネル展」の開催
を予定しています（追分公民館および町民センターにて開催予定）。

問合せ　教育委員会事務局社会教育グループ　☎㉙7036
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派遣団の想い、伝えたいこと
　日本人として、原子爆弾投下の日や終戦の日には特に、戦争で亡くなった
全ての方を想い、過ごすことが大切だと思います。
　今こうして幸せに暮らせることができているのは、先の大戦で命を懸けて
日本を守った方々がいたからだということを忘れず、感謝をして、日々を過
ごしてほしいと思います。

　「自分の命も、友達の命も大切にすること」
　これは被爆体験談で、佐伯さんに伝えてほしいと言われたことです。
　「平和」とは、人同士が仲良く、信頼し合えることだと思います。そのた
めには相手の目線で考え、相手を理解することが大事だと思います。このこ
とを皆に伝え、意識していきたいです。

　被爆体験談で佐伯さんのお話を聞いて、「自分の命、友達の命を大切に、
相手の気持ちを考える」ことを全ての人が常に頭に入れて生活すれば、戦争
と核兵器をこの世界から無くすことができるんじゃないかと思いました。
　僕にとって「平和」とは、誰もが自由で笑っていられる世界のことです。

引率した役場職員の声
　初回の事前研修では、全員が緊張した様子で少し心配になりましたが、研修の中でお互い
のことを少しずつ知り、笑顔が増えていきました。
　最終的には「真剣に学ぶ」「楽しむところは楽しむ」というメリハリを自分たちで自然とつ
けられる素晴らしい派遣団になったのではないかと思います。
　事後研修では「広島で学んできたことを町民の皆さんや友だちに伝えるんだ」という気持
ちが伝わるプレゼンテーションを作ることができました。派遣で学んだことを大切に、平和
な社会の作り手として、様々なフィールドで活躍することを期待しています！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　引率者：教育委員会事務局　松岡　亮、石丸　学

　「がんばって生き抜いた人たち」、「平和を守ろうとする人たち」がいるか
ら今の暮らしがあります。今の生活は当たり前ではなく、いつでも壊れてし
まう危険性があります。戦争は私達から離れた出来事ではありません。大切
に繋いできた命を、今の人が粗末にしてはならないと思います。家族、友だ
ち、命を大切にしてください。いつかみんなが分かり合える、そんな、平和
な日が来るとわたしは信じます。

　早来学園になって、たくさんの仲間と一緒のクラスになりました。クラス
の中で楽しいこともあれば、意見がぶつかって自分勝手になることもありま
す。でもその時に、少しでも相手を思いやる気持ちがあったら喧嘩はなくな
ると思います。
　「一人ひとりが思いやりを持って周りと接する」これが平和へと繋がるの
ではないかなと思います。
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町
と
道
は
、
９
月
を
個
人
町
道

民
税
の
「
滞
納
処
分
強
化
月
間
」

と
定
め
、
悪
質
な
滞
納
者
な
ど
を

対
象
に
捜
索
や
差
し
押
さ
え
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
10
月
は
苫

小
牧
道
税
事
務
所
と
共
同
で
個
人

町
道
民
税
滞
納
者
へ
催
告
文
書
を

送
付
し
ま
す
。
納
付
が
ま
だ
の
方

は
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　
税
務
住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
５
１
３

　
苫
小
牧
道
税
事
務
所

　
　
　
☎
０
１
４
４
㉜
５
２
０
９

個
人
町
道
民
税
の
納
付
は
お

済
み
で
す
か

・ ・

・ ・

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
親
睦
を

目
的
と
し
た
「
安
平
町
秋
季
町
民

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
９
月
23
日
（
土
・
祝
）

　
　
受
付
：
８
時
〜（
雨
天
決
行
）

場
所

　
安
平
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

競
技
方
法

　
36
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ

（
使
用
コ
ー
ス
：
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
、Ｄ
）

参
加
料

　
１
人　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込
期
限

　
９
月
14
日
㈭

主
催

　
安
平
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

申
込
み
・
問
合
せ

早
来
地
区

☎
０
９
０‒

１
５
２
３‒

９
６
５
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
）

追
分
地
区

☎
０
８
０‒

１
８
９
３‒

４
２
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
）

安
平
町
秋
季
町
民
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
開
催
に
つ
い
て

・ ・

・ ・
　
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
身

体
機
能
の
維
持
や
転
倒
予
防
を
目

的
と
し
た
運
動
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
２
か
所
で
出
張
教
室
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
初

め
て
の
方
、
１
回
だ
け
の
参
加
も

可
能
で
す
。

日
時
・
会
場

　
９
月
19
日
㈫

　
　
遠
浅
公
民
館

　
　
　
10
時
10
分
〜
12
時
20
分

　
　
花
園
若
草
会
館

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内
容

　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
を
つ
け
る

貯
筋
体
操
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
体

操
な
ど

対
象

　
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け

　
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
要
介
護

　
度
が
要
支
援
１
、
２
の
方

申
込
み
・
問
合
せ

安
平
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
㉙
７
０
７
２
（
早
来
）

　
　
　
☎
㉕
４
５
５
５
（
追
分
）

足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
教
室
　

出
張
教
室
を
開
催
し
ま
す

・ ・

・ ・

　総務省統計局では、10月１日現在で「令和５年住宅・土地統計調査」を実施します。この調査は
住生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約340万世帯の方々を対象とした大規模な調査で
す。調査をお願いする世帯には、９月下旬から調査員が調査書類の配布に伺います。インターネッ
ト回答のほか、紙の調査票を郵送または調査員に提出する方法によりご回答ください。

問合せ　総務課情報グループ　☎ ㉒ 2511

令和５年住宅・土地統計調査　実施のお知らせ

ふるさと納税（７月実績）

安平町は、たくさんの方に
応援していただいています。

　　　　寄付件数　2,360件
　　　　金　　額　43,416,005円

町
や
道
な
ど

か
ら
の
お
知

ら
せ
で
す
。

お
知
ら
せ
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広告欄

認知症サポーター養成講座、
認知症サポーターフォローアップ研修のご案内

　認知症に関する正しい知識を身に付け、誰もが安心して暮
らし続けることができる地域づくりを推進するため、認知症
サポーター養成講座と認知症サポーターフォローアップ研修
を同時開催します。ぜひこの機会にご参加ください。

対 象　・認知症サポーター養成講座を初めて受講する方。
　　　　　　・町で開催した認知症サポーター養成講座の受講者
　　　　　　　および他市町村で同講座を受講した方。
日時・場所　【追分会場】　日 時　９月29日㈮　13時30分～15時30分
　　　　　　　　　　　　　場 所　追分公民館　中ホール
　　　　　　【早来会場】　日 時　10月６日㈮　13時30分～15時30分
　　　　　　　　　　　　　場 所　町民センター　中集会室
　　　　　　※会場での受け付けは両会場とも13時からとなります。
内 容　・認知症サポーター養成講座、認知症サポーターフォローアップ研修
　　　　　　・グループワーク　講師：ケアハウスサックル　施設長　中田良彦氏
持 ち 物　筆記用具、オレンジリングまたはオレンジカード（受講歴がある方）
受 講 料　無料
申 込 締 切　９月22日㈮
そ の 他　・参加された方にはポイントあびら50ポイントを付与します。
　　　　　　・当日はマスク着用でお願いします。

申込み・問合せ　健康福祉課国保・介護グループ　☎ ㉙ 7072

広告欄 広告欄

広告欄
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suzuki-s

広告欄
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災害時等要援護者登録はお済みですか
　災害発生時に自力で避難することが困難な方の命を守るため、「災害時等要援護者登録制度」を
行っていますが、現在登録者が非常に少ない状況です。
　このため、自治会・町内会や民生委員を通じて登録の呼びかけをしています。まだ登録されてい
ない方がいましたら、ぜひ登録をお願いします。また、ご家族やお知り合いの中で気になる方がい
らっしゃいましたら声をかけてあげてください。

■要援護者登録制度とは
　災害が発生した時に支援が必要な方を安全な場所へ避難させたり、日常的に見守りが必要な方を
支援するためには、まず支援が必要な方がどこに何人いるかを事前に把握しておくことが必要です。
　この制度では、災害時等に支援が必要な方自らが町へ災害時等要援護者として登録申請をしてい
ただき、町では、登録された情報を基に、災害時等要援護者一人ひとりの「避難支援計画書」を作
成し、台帳として保管します。
　また、作成した台帳は、必要に応じて、自治会・町内会や民生委員・児童委員、消防団などに開
示し、災害発生時における避難支援や日常の見守り活動のために活用します。

■登録対象者
　町内に居住し、在宅で生活している方で、災害発生時に自力や家族の支援だけでは避難ができな
い方、家族の支援が受けられない方や日常において見守りを必要としている方が対象です。

■登録方法
　①登録申請書の提出が必要です
　　 　「災害時等要援護者」への登録は、登録申請書に必要事項を記入し、役場へ提出していただ

きます。なお、要援護者台帳には個人情報が記載されるとともに、登録後には必要に応じて自
治会・町内会や社会福祉協議会、消防団などに情報を提供することから、申請者本人の同意が
必要です。また、申請者本人の身体状況などにより申請書の記入が困難な場合には、ご家族等
の代理人による申請ができます。

　②地域支援者の選定について
　　 　地域支援者※は、災害時などに要援護者を支援していただけるご近所の方で、原則として要

援護者１名につき地域支援者２名とし、申請者本人またはご家族が本人の同意を得て選定して
いただきます。なお、地域支援者の選定が難しいときは、自治会・町内会や民生委員・児童委
員などにご相談いただき、それでも見つからない場合はご相談ください。

　※�地域支援者とは、災害発生時に要援護者へ災害に関する情報を伝えたり、要援護者を避難所ま
で誘導する役割を担います。なお、地域支援者は、あくまでも善意と地域の助け合いにより支
援を行うものであり、万が一災害発生時に支援ができなかったり、避難時に事故などが発生し
しても決して責任を負うものではありません。

■登録内容
　・名簿登録者の氏名、住所、生年月日など　　・同居家族、緊急時の連絡先
　・地域支援者の氏名、住所、電話番号など
　・ 日常生活の状況、心身の状況、福祉サービスの利用状況、かかりつけ医、避難所利用時の留意

点など

問合せ・相談・申請
　健康福祉課福祉グループ　☎ ㉙ 7071　FAX ㉙ 7076
　総務課情報グループ　☎ ㉒ 2511　FAX ㉒ 2026
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会計年度職員「集落支援員」の募集について
（道の駅あびらD51ステーション

農産物直売所専任職員）
募 集 職 種　�集落支援員（道の駅あびらD51ステーション農産物直売所「べジステ」に関する業

務、道の駅あびら生産者協議会に関する業務など）
募 集 人 数　１名
勤 務 地　道の駅あびらD51ステーション、総合支所（商工観光課商工観光労働グループ）
雇 用 期 間　令和６年１月４日㈭～令和６年３月31日㈰（翌年度以降への更新あり）
勤 務 形 態　週４日勤務　８時～17時
　　　　　　　※令和６年度からは週５日勤務の予定。早朝および休日出勤あり。時間外勤務あり。
賃 金 ・ 手 当　月額　174,988円
　　　　　　　※令和６年度からは、週５日勤務による対価となります。
　　　　　　　その他手当　期末手当：町の規定による　　通勤手当：距離に応じて支給
　　　　　　　　　　　　　住居手当：なし
　　　　　　　　　　　　　社会保険等：共済組合（医療保険）、厚生年金および雇用保険加入
　　　　　　　　　　　　　休暇制度： 勤務日数に応じ対象となる方のみ法令等に基づき、年次有

給休暇と特別休暇（有給、無給）を付与（特別休暇は国の
非常勤職員に準じて設定）

資格・その他　・心身ともに健康な方　　・普通自動車運転免許を所有する方（AT限定可）
　　　　　　　・パソコン（ワード、エクセル、パワーポイントなど）の基本的な操作が可能な方
　　　　　　　　※ただし、次に該当する方を優先的に採用。
　　　　　　　　　・農産物直売所での勤務経験や農業の従事経験があるなど農産品等に詳しい方
　　　　　　　　　・店舗での販売経験や売場づくりの経験がある方
　　　　　　　　　・食品衛生責任者の養成課程を修了した方
応 募 方 法　�履歴書に３か月以内に撮影した写真を貼付し、必要事項を記入のうえ、資格などの

証明書は写しを履歴書に添えて応募先に持参もしくは郵送で提出してください。
応 募 期 限　令和５年10月23日㈪（郵送の場合は必着）
選 考 方 法　書類選考および面接により決定（面接は令和５年11月２日㈭を予定）

応募先・問合せ　 商工観光課商工観光労働グループ　☎ ㉙ 7083
　　　　　　　　〒059−1931　安平町追分中央１番地40　安平町役場総合支所

ポイントあびらからのお知らせ

■９月の水～土曜日は毎週３倍セール開催！
【実施日】６日㈬～９日㈯、13日㈬～16日㈯、

　　　　　　　　　　　　　　　20日㈬～23日　　　、27日㈬～30日㈯
問合せ　ポイントあびら　早来本所　☎ ㉒ 2789（安平町商工会早来本所）
　　　　　　　　　　　　追分支所　☎ ㉕ 2154（安平町商工会追分支所）
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　道では、長引く物価高騰による負担増を踏まえ、低所得世帯の方々の暮らしを支援するため、令
和５年度に市町村が行う住民税非課税世帯への給付（３万円を目安とするもの）の対象とならな
い、「均等割のみ課税されている世帯」に１世帯当たり１万２千円を給付します。
※対象者には道から確認書が送られます。同封の返信用封筒で道宛に返送してください。

給付対象者　令和５年６月１日時点で、道内市町村の住民基本台帳に記録されている方であって、
　　　　　　次の⑴または⑵に該当する世帯。
　　　　　　　⑴「均等割のみ課税」の世帯（世帯全員）
　　　　　　　⑵「均等割のみ課税」の方と「非課税」の方で構成される世帯
給 付 額　該当世帯の世帯主に１万２千円 を給付（１回限り）
申 請 期 限　12月１日㈮
申 請 方 法　確認書に必要事項を記入してください。申請方法は確認書に同封しています。
　　　　　　　※同封の返信用封筒で郵送・提出いただくよう、ご協力をお願いします。
そ の 他　 現在、町で実施している３万円給付金とは別のものです。対象者も異なり、道から確

認書が届いた方が対象となります。
給付金に関する問合せ　北海道臨時特別給付金コールセンター　☎ 0120‒175‒043
　　　　　　　　　　　健康福祉課福祉グループ　☎ ㉙ 7071

令和５年度　北海道低所得世帯臨時特別給付金について

スマホ教室を開催します
　「スマートフォンに興味がある」「持っているけど使い方が分からない」、そんな皆さんのお悩み
を、スマートフォンのプロが解決します。スマートフォンをお持ちでない方もご参加いただけます！
※定員がありますので（先着順）、お早めにお申し込みください。

■応募資格
　・防衛大学校学生（一般）　・防衛医科大学校（看護学科学生）　18歳以上21歳未満の方
■受付期間（締切日必着）
　・防衛大学校学生（一般）　10月18日㈬　・防衛医科大学校（看護学科学生）　10月４日㈬
■試験日程
　・防衛大学校学生（一般）　　　　　【第１次試験】　10月28日㈯　筆記試験
　・防衛医科大学校（看護学科学生）　【第１次試験】　10月14日㈯　筆記試験、小論文
問合せ　自衛隊札幌地方協力本部苫小牧出張所　☎ 0144 ㉜ 3725

自衛官等の募集案内について

内 容　基本操作（電源の入れ方）、カメラ
　　　　　やマップ、LINEの使用方法など
参 加 費　無料（事前に申し込みが必要）
定 員　各回８名
申込期限　９月20日㈬

日時・場所
　①追分公民館　９月26日㈫ 10時、14時
　②遠浅公民館　９月28日㈭ 10時
　③安平公民館　９月28日㈭ 14時
　④早来公民館　９月29日㈮ 10時、14時

申込み・問合せ　総務課情報グループ　☎ ㉒ 2511
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　アメリカのメイン州から「ランドスケープアーキテクト」（地域社会
における環境を保全し、景観に配慮した空間デザインをする仕事、専門
職）のL

リ ー

ee S
ス ラ イ

lighさん（写真左）、T
ト ム

om P
プ レ ス コ ッ ト

rescott（旧札幌農学校クラー
ク博士のひ孫）さん、J

ジ ェ イ ム ズ

ames A
ア ッ プ ル ビ ー

pplebyさんが10月12日㈭～16日㈪に安
平町にやってきます。日本の地域文化や歴史など環境に応じた空間設計
を学ぶため「モエレ沼公園」「穂別博物館」「二風谷アイヌ文化博物館」
を視察します。今回、町民とともに各所を巡り、交流しながら学び合う
機会を設けました。英語でコミュニケーションしてみたい方、世界の仕
事に触れてみたい方、英語はわからないが異文化の風を感じながら同じ
体験を共有したい方はぜひご参加ください。

AICAS 国際交流会からのお知らせ
【参加者募集中】安平町で国際交流を行います

日程・場所　10月14日㈯　モエレ沼公園（札幌市）
　　　　　　10月15日㈰　穂別博物館（むかわ町）、二風谷アイヌ文化博物館（平取町）

参 加 料　１日のみ2,500円（施設入場料、昼食代込み）
　　　　　　 両日参加4,000円（交流会メンバーは無料）

募 集 人 数　15名

対 象 者　安平町民（小学生以上）

申 込 期 日　９月30日㈯

申込み・問合せ　AICAS国際交流会　代表　森田　☎ 090−8632−5032
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール　kabigon.0102@outlook.com

　国際交流をはじめ、様々な国外文
化を学ぶ体験会を行っています。ぜ
ひ一緒に国外の方々との交流や文化
を学んでみませんか。上記問合せ先
までご連絡ください。

・モエレ沼公園
　世界的彫刻家イサム・ノグチ設計（ランドスケープ彫刻、地球を彫刻した作品）を学ぶ

・穂別博物館
　カムイサウルスの里で1億年の歴史から化石が語る大陸とのつながりや環境変遷を学ぶ

・二風谷アイヌ文化博物館
　北海道のルーツ、建築や生活様式などから自然への敬意に基づいたアイヌ文化や歴史を学ぶ

AICAS 国際交流会メンバー募集中

（昨年の交流会の様子）

安 平 町
社会教育
関係団体
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安平町地域包括支援センター　早来地区☎㉙ -7072（総合庁舎）
　　　　　　　　　　　　　　追分地区☎㉕ -4555（総合支所）　　

健康福祉課国保・介護グループ　☎ ㉙ 7072（早来）
　　　　　　　　　　　　　　　☎ ㉕ 4555（追分）

あびらで健やか安心生活

a b i L i f e

　9 月は認知症月間です。認知症は多くの方にとって身近なものとなっています。今回は誰もが認
知症と向き合い、安心して暮らし続けることができるよう、学ぶ場や相談先などをご紹介します。

■認知症について学ぶ
　認知症サポーター養成講座・認知症サポーターフォローアップ研修
　　 　認知症について学ぶ機会として研修会を開催しています。本号７ページに次回開催の詳細を

掲載していますので、ご確認の上、ぜひご参加ください。

■認知症予防などのために地域活動への参加
　通いの場（サロンなど）
　　　町内には数々の通いの場があります。お住まいの地域に関する情報をお知らせしています。
　　問合せ　安平町地域包括支援センター　☎ ㉙ 7072（早来）　☎ ㉕ 4555（追分）
　　　　　　安平町社会福祉協議会　☎ ㉒ 3061（本所）　☎ ㉕ 2263（追分支所）

■認知症の方を地域で見守るため
　SOSネットワークの登録
　　SOSネットワーク事業とは
　　　 　認知症などにより判断力や記憶力が低下し、自分の家が分からなくなってしまう場合があ

ります。万が一、行方不明になった時に備え、早期発見・保護するための事業です。
　　・認知症の方の見守り登録
　　　　認知症の方の基本情報を事前登録し、道に迷った際に早期発見・保護するための登録です。
　　・認知症の方の見守り協力員の登録
　　　 　認知症の方が行方不明となった際に無事に保護するため、協力員としてご登録をお願いし

ています（ご負担にならない範囲でご協力ください）。また、今年度より協力員となっていた
だいた方につきましては、ポイントあびら（50ポイント／１回のみ）を付与します。

　　　　以前よりご登録いただいている方も対象となります。
　　問合せ　健康福祉課国保・介護グループ　☎ ㉙ 7072（早来）　☎ ㉕ 4555（追分）

■主な相談窓口～認知症について心配なことがあったらまずは相談を
　・安平町地域包括支援センター　☎ ㉙ 7072（早来）　☎ ㉕ 4555（追分）
　・安平町在宅介護支援センター　☎ 090−6879−8957（早来・遠浅地区：ふもんけ）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 080−6085−7894（安平・追分地区：安平の郷）
　・在宅医療介護連携に関する相談窓口　☎ ㉕ 2531（あびら追分クリニック）
　・かかりつけ病院、脳神経外科、精神科
　・認知症専門病院　認知症疾患医療センター　☎ 0144 � 2727（苫小牧市・佐藤病院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0123 ㊵ 7111（千歳市・千歳病院）

　オレンジカフェ（認知症カフェ）
　　 　安平町認知症サポーターの会により、認知症の方や家族、認知症

予防に興味のある方などが気軽に参加できるカフェを開催。認知症
についてのミニ講話や相談、レクリエーションなどを行います。開
催日などの詳細は、広報笑顔にてご確認ください。
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募
前
職
場
見
学
、
履

歴
書
作
成
や
受
験
勉
強
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２
学
年

　
　
　
地
域
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
７
月
７
日
㈮
６
時
間
目
の
時
間

帯
に
、
２
学
年
地
域
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
夏
の
日

差
し
の
中
、

生
徒
は
対
策

を
し
な
が

ら
、
地
域
の

美
化
活
動
に

一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

１
学
年　
カ
タ
リ
バ　

７
月
６
日

㈭
５
・
６
時

間
目
の
時
間

帯
に
「
カ
タ

リ
バ
」
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
２
時
間

の
中
で
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
運
営
す
る
中
、
生
徒
は

自
分
の
価
値
観
や
考
え
な
ど
に
つ

い
て
話
し
、
自
分
の
考
え
に
つ
い

て
振
り
返
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

【
９
月
の
行
事
予
定
】

５
日
㈫

　
避
難
訓
練
、
Ｓ 

Ｃ
来
校

16
日
㈯

　
就
職
試
験
解
禁

20
日
㈬

　
薬
物
乱
用
防
止
講
話

24
日
㈰

　
全
商
情
報
処
理
検
定

27
日
㈬

　
前
期
終
業
式

　
生
徒
会
役
員
選
挙

28
日
㈭

　
学
校
説
明
会
、
学
期
間
休
業

　
（
29
日
㈮
ま
で
）

追高＝一人ひとりが主役の学校
　追分高校は、少人数だからこそ、強い絆で結
ばれた仲間と出会え、誰もが主役になれる学校
です。
　追分高校の教職員は、生徒一人ひとりをかけ
がえのない存在として認め、３年間かけて、自
律した18歳に育て上げます。

追高＝一人ひとりを伸ばせる学校

▶皆さんのご意見をお寄せください◀
北海道追分高等学校（☎・FAX ㉕ 2555）

〒059−1911　安平町追分本町７丁目８番地
ホームページで「追高の今」をご覧ください。
【http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/】

追 分 高 校 で す

136
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９月23日　　　～10月31日㈫　道の駅あびらD51ステーション「秋の大収穫祭」
今年も「秋の大収穫祭」を開催します。期間中、農産物直売所「ベジステ」では新鮮野菜の詰め放題や種類
の違うジャガイモの食べ比べ、生産者の方々による独自企画などイベントが盛りだくさん！テイクアウト、
ベーカリーコーナーでは地域で採れた野菜を使用した限定メニューをご提供します。10月31日㈫のハロ
ウィン終了までロングランの開催となります。どうぞお楽しみに！

９月17日㈰　あびらD51和太鼓フェスティバル
町内外５団体による和太鼓フェスティバルをD51ステーションで開催。秋のあびらに迫力ある太鼓の音が
鳴り響きます。ぜひお楽しみに！（主催：町内文化団体「追分いぶき太鼓」）

コーナー 商品のご紹介・お知らせ（価格は税込）

ベーカリー

・塩キャラメルクロワッサン　250円（９月1日㈮発売開始）
　 キャラメル風味のデニッシュ生地に、ザラメ入りのザクザクしたビス生地を重ね、塩味を

効かせたキャラメルフィリングを巻き込みました。
・ベジステ野菜のカレーピザ　250円（９月23日　　　発売開始）
　 「秋の大収穫祭」限定メニュー。カレーピザにベジステの新鮮な野菜とスライスソーセー

ジ、たっぷりチーズをトッピングした新しいピザです！

テイクアウト
ロイシーコーンソフト　コーン420円、カップ270円（９月中旬発売開始）
　 北海道興農社が生産するロイシーコーンを贅沢に使用した大人気ソフトクリームを期間限

定で販売します。

特産品販売
蒸気機関車D51木製モデル　2,500円
　 道の駅のシンボル「D51 320号機」のオリジナル木製キットがついに完成！お子さんか

ら大人まで楽しめる細部までこだわった商品です。秋の夜長にいかがですか？
農産物直売所

ベジステ
毎年人気、ゴボウの季節がやってきました！甘くてホクホクの栗やカボチャもご用意してい
ます。９月中旬以降、各種野菜の詰め放題も開催予定です。

■鉄道資料館情報

テナント情報

屋外 デゴイチ
青空レストラン

毎週㈯㈰、㈷開催。17日㈰には久々に白老牛のハンバーガーを提供するキッチ
ンカー「リッチアンドフェイマス」も登場します。

屋外 猿回し ９月はすべての㈯㈰㈷で開催します。日本伝統芸能をお見逃しなく！

屋内 館内物販 16日㈯～18日　　　フェアリーランド（ハンドメイドイベント）
23日　　  ～24日㈰　こま猫屋（猫のグッズ各種販売、バッグ、マグカップ等）

■イベント情報

■屋内外出店情報

■各コーナーからのお知らせ

９月開催日 開催時間 内容

10日㈰
24日㈰

10時～14時 D51 320　屋外展示　※雨天中止。通常開館（屋内展示）となります。

11時～14時 ミニSL　乗車体験
※雨天中止。混雑状況により乗車には整理券が必要となる場合があります。

10時～14時 キハ183　車内公開

■特別企画

かしわ焼きフェア（９月９日㈯～22日㈮）
　町内で昭和57年から活動する陶芸サークル「かしわ焼同好会」の展示販売会を開催します。

道の駅あびら D51 ステーション
９月の情報
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　【問合せ】政策推進課政策推進グループ　☎㉒ 2751

地 域 お こ し 協 力 隊地 域 お こ し 協 力 隊
      募 集 中 ！      募 集 中 ！ 募集案内は

こちらから 

　不動産登記簿を見ても土地や建物の所有者が直ちに判明しない、また
は判明しても連絡がつかない「所有者不明土地」の発生を予防するため
の法律がまもなくスタートします。
　令和６年４月１日から、相続などにより不動産の取得を知ってから３
年以内に登記の申請をすることが義務となり、正当な理由がなく違反し
た場合、10万円以下の過料が課される可能性があります。
　相続した土地や建物は、必ず相続登記を行いましょう。

・令和６年４月１日より前の相続でも未登記であれば相続登記義務化の対象です。この場合、法律
　の施行日から３年以内（令和９年３月31日まで）に登記を行う必要があります。
・制度に関する詳細は　　　　　　　　　　　　  で検索を。
・相続登記の手続きに関するご案内（ハンドブック）は右記二次元
　バーコードから法務省ホームページにアクセスしてください。

個別の事案に対する相談・問合せ
　札幌司法書士会「相続登記相談センター」　☎ 011−211−6665（平日12時～15時）
問合せ　札幌法務局苫小牧支局　☎ 0144 ㉞ 7403

【苫小牧医師会】日曜・祝日当番病院（市外局番 0144）

月　日
外科 内科

病院名 電話 病院名 電話

９月

10日㈰ 同樹会苫小牧病院 ㊱1221

苫小牧市夜間・休日急病センター
※�令和５年４月から、内科の休日
当番病・医院は夜間・休日急病
センターに統合されました。

㉜ 0099

17日㈰ 苫小牧日翔病院 �7000

18日㈪ ハート整形ペインクリニック ㊳7000

23日㈯ にっしん泌尿器科クリニック �1100

24日㈰ とまこまい脳神経外科 �5111

　　　　　　右記二次元バーコードから町ホームページの
　　　　　　「苫小牧歯科医師会の休日当番医」を確認することができます。

札幌法務局苫小牧支局からのお知らせ
令和６年４月１日から相続登記の申請が義務化されます

法務省　所有者不明

不動産登記推進イメージ
キャラクター「トウキツネ」

法務省
ホームページ
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安平町の人口・世帯数
（令和５年８月31日現在）

　総人口　7,339 人 （−14） 
　男　性　3,668 人 （− 7）
　女　性　3,671 人 （− 7） 
　世帯数　4,020世帯（＋10）

戸籍の窓口から 戸籍の窓口で掲載の確認ができた方を掲載しています。

お悔やみ申し上げます

中
な か の

野　末
すえきち

𠮷さん � 早来大町 ６/23

秋
あきもと

本　伊
い つ こ

都子さん � 早来北町 ７/13

中
な か い

居　ミチヱさん � 早来守田 ７/18

奥
お く だ

田　キクヱさん � 早来北進 ７/30

※�交通事故死ゼロ運動の日数は、交通安全だよりを
　ご確認ください。 

お誕生おめでとうございます

関
せきぐち

口　凛
りん

ちゃん （男）【親・幸
こ う じ

治】 ７/７ 追分青葉

佐
さ と う

藤　綾
あ や と

人ちゃん （男）【親・悠
ゆ う き

樹】 ７/８ 東早来

休館日
９月12日
９月26日
10月10日

（第２・４火曜日）

【秋の収穫祭】９月16日㈯～18日
　毎年恒例！実りの秋、収穫時期を迎えたお米（たんとう米）などが
当たる抽選会を開催します。

【ピンクバスプロジェクト】　10月１日㈰～７日㈯
　10月は乳がんを早期発見、早期治療を啓発、推進するピンクリボ
ン月間です。期間中に入浴された女性の方へ、自己検診啓発ティッ
シュをプレゼント。また、６日㈮のレディースデーはスタンプ３倍！
露天風呂をピンクに染めて、皆さんのお越しをお待ちしています！

【ぬくもりサロン、カラダ測定会】
　10月３日㈫　13時30分～16時　ぬくもりセンター
　体組成測定のほか、14時からは作業療法士による診断を受けられ
ます。

【キッズデー】10月８日㈰　毎月第２日曜日に開催
　親子で楽しめる人気の「バルーンアート体験教室」を開催！詳しく
は広報笑顔９月号でお知らせします。お楽しみに！

※各イベントの詳細やスタンプカードの景品は、町ホームページ
　「ぬくもりの湯９月の営業情報」をご覧ください。

◀︎こちらからアクセス
できます

営業時間
11時～22時
☎ ㉕ 2968

【ハッピーバスデー】
　誕生日を証明できるもの（マイナンバーカードなど）の提示と名簿登録を行うと、町民の方は
誕生月の入浴が２回（町外の方は１回）無料になり、たくさんの方にご利用いただいています。
ご利用の際は人気の「ミストサウナ」をぜひ体感してみてください。
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広報あびら　編集者コラム

　
今
月
号
の
特

集
は
「
広
島
平

和
記
念
式
典
派

遣
団
新
聞
」
で

し
た
。

　
今
回
作
成
す

る
中
で
重
要
視

し
た
の
が
、「
子
ど
も
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
」
こ
と
。

　

派
遣
団
の
「
想
い
」
が
薄
れ
な

い
よ
う
に
、
表
紙
も
選
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
安
平
町
が
実
践
自
治

体
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
「
Ｃ

Ｆ
Ｃ
Ｉ
（
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
事
業
）」
の
取
り
組
み

の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
の
継
続

か
ら
、
子
ど
も
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

大
人
の
方
も
合
わ
せ
て
関
わ
っ

て
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
手

に
と
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広
報

紙
作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
、

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

派
遣
団
の
皆
さ
ん
、
広
報
紙
の

作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

安 平 町 の安 平 町 のいまいま

　ハスの名所として毎年多くの方が訪れる、早来地区の「鶴の湯温泉」。今
年は例年より早く７月下旬に開花が始まり、お盆の時期に見頃を迎えま
した。これらの写真は８月13日前後の午前中に撮影したもの。
　安平町に移住して今年で４年目。ハス池で写真を撮るのも４年目とな
りますが、今年のハスは今までで最も花の数が多く、１つ１つの花が大

ぶりだと感じました。花の色は、開花直前の蕾や開花してすぐの花は濃いピンク色をしています
が、徐々に白くなっていき、花弁（花びら）が落ちていきます。撮影し
た時期は全体的に淡いピンク色の花が多い印象でした。
　写真を撮られる方、散歩をされている方が多くいらっしゃった中、道
外から旅行で来られていた方がたまたま立ち寄り、思いがけず咲いてい
たハスの美しさや花の多さに驚かれている光景に何度も遭遇。来年も多
くの方に見に来ていただきたいです。

※�鶴の湯温泉は８月29日から９月13日頃まで、工事のため休業中です。期間中はハスをご鑑賞いただけ
ません。

早来地区・鶴の湯温泉　ハスの花

取材：前地域おこし協力隊・木下

総務課情報グループ　中崎　凌


